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ジャワ更紗について（その 5）
─ 竹内葉氏寄贈によるジャワバティック ─
呑山委佐子・與儀由香里
大妻女子大学短期大学部　
A Study of Java Batik （Part 5）
─ Java Batik donated by Y. Takeuchi─
Isako Nomiyama and Yukari Yogi
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1　はじめに
　2009年 10月、インドネシアのバティックは国連
教育科学文化機関（ユネスコ）の無形文化遺産に登
録され、ペカロガンのバティック博物館（2006年
設立）では、単なる作品の展示場としてではなく体
験学習や情報発信基地として博物館を発展させたい
と継承活動を続けており、地元の工業高校にバ
ティックの専門学科を新設し、職人の養成を行って
いるという1）。
　折しも、文化服飾博物館で ｢世界の更紗｣ 展を
2010年 7月 6日～9月 25日まで開催しており、そ
れによればインド更紗は手描き・木版、イギリス、
フランス及びロシアでは銅版・ローラ捺染、ペル
シャは木版・手描き、シリア、イエメン、ウズベキ
スタンでは木版、トルコでは木版又はろう防染、中
国では手描き・ロウ又は型糊防染方法で染色されて
いる。ロウ防染を使用しているのは、トルコ、中国
の一部に見られるだけであった。インドネシアの
チャンチィンやチャップによるロウ防染の染色方法
は独自性に富み、世界遺産に登録されたことは大い
に納得できるものである。
　2010年 2月、竹内葉氏、牧氏より、新しく 16点
のインドネシアの更紗の寄贈を受けた。この内 10
点がカインパンジャンとスレンダンまたはサロンと
スレンダンのセットになっている。また、1セット
がシルク地である。今回寄贈のものは比較的新し
い。その他、竹内葉氏の更紗ワンピース 1点にバ
ティックができるまでの作業手順の 11枚のパネル、
チャンチィン 12本、チュンプロンガン（鉛に針を
埋め込んだ点描用道具）1点、ロウ鍋とコンロ、蜜
ロウ 3種をセットにロウ置き布 1点を寄贈していた
だいた。
　今回の寄贈品で本学には貴重なバティックのコレ
クションが過去 4回のものと合わせると、200点に
達した。
　これを機に 2010年 7月 15日～31日までの木・
金・土曜日の 9日間、本学生活科学資料館で特別展
｢ジャワ更紗｣─手仕事の美しさ─を行った。今回寄
贈のバティックの目録及び図録の作成と更紗展の記
録、さらに著者がジャワ更紗について報告するのは
最終なので、このバティックを後々管理する人が理
解しやすいように、模様のまとめを行うことを目的
として検討したので報告する。
2　今回寄贈の更紗及びパネル他
　今回寄贈された更紗は、アンティークではなく
1990年代前後の新しいバティックであり、チレボ
ン製のものが多い。中でも資料 No. 185は赤頭巾の
カインパンジャンとスレンダンのセット、No. 186
と No. 187は白雪姫模様のサロンとスレンダンの
セットで、青色系と赤色系で更紗展でも圧巻であっ
た。また、No. 193と No. 194は動物人物模様のカ
インパンジャンで黒地に緑色系と赤色系の 2枚揃い
である。
　また、バリのダンスを描いた No. 188と No. 200
も今回初めての模様であり、No. 200は唯一シルク
の生地に染色されたものである。これらの目録は表
1-1～1-4にまとめた。
　その他、竹内葉氏のワンピースは大きな蝶が前身
ごろと後身ごろに舞い、周囲を花々で描きつくされ
た非常に繊細な模様である（図 1）。バティックが
できるまでのパネルは 11工程のパネルであり、別
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きない状況となった。ようやく、今回第 3回目の更
紗展を生活科学資料館で 200点の資料の中から約
100点を選んで展示した。今回の更紗展の趣旨は以
下の通りである。
　今回展示しているジャワ更紗は、ジャワ更紗
研究家・コレクターである竹内葉氏・牧氏から
1998年から 2010年まで 5回に渡り寄贈された
もので、200枚にも達します。今回はこの中か
ら約 100枚を展示致しました。
注でペカロガンの工房で製作されたものである。こ
れは大変貴重な資料でバティックの作業手順を理解
するのに大いに役立つものである（表 2）。また、
展示のために寄贈していただいた、チャンチィン
12点（図 2）、チュプロンガン 1点（図 3）、ロウ鍋
とコンロと蜜ロウ（図 4）、ロウ置き布（図 5）であ
る。
3　更紗展について
　本学の被服系の資料室及び展示室が D棟 6階に
2003年まで設置されていた。そこに於いて、第 1
回目の更紗展は平成 12年 6月に 52点の展示を行っ
た。第 2回目は平成 13年 12月に 62点の更紗展を
行った。学内事情で被服系の資料室が、ライフデザ
イン学科の研究室になったため、しばらく展示がで
図 1　ワンピース
図 3　チュプロンガン
図 2　チャンティン
図 4　ロウ鍋・コンロ・蜜ロウ
図 5　ロウ置き布
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　竹内 葉氏は、日本屈指の更紗コレクター、
バティック研究家であり、10年前までテムス
販売株式会社代表取締役社長としてご活躍な
さった方です。また、一方、インドネシアの留
学生を物心両面で援助され、多くの留学生が竹
内葉氏のおかげで、現在インドネシアで活躍し
ております。
　更紗収集のきっかけは、50年前、東京港に
来航したインドネシア船で美しい更紗に出会っ
たことからと伺っております。以来、多様な更
紗の美しさとその染色技術に深い関心を持た
れ、収集されたコレクションは膨大な数に上り
ます。今回展示しているジャワ更紗は、そのな
かから寄贈されたものです。
　ジャワ更紗は、北岸地方で生産される「花更
紗」と王宮を中心とするジャワ島中部 （ジョク
ジャカルタ・スラカルタ）の「藍とソガ染」の
渋い色合いのものに大別されます。これらはア
ンティークの作品ですべて木綿の両面染めで
す。
　　No. 1～38、No. 74, 88, 89 : 北岸地方
　　No. 45～73、No. 85～87 : ジャワ島中部　　　
　また、今回は北岸地方の明るい色彩に、ジャ
ワ島中部の伝統的模様を融合させ、新しい感覚
のバティックを生み出した故ハルジョナゴロ氏
工房（スラカルタ在住）の 1990年代以降の新
しい作品 No. 75～84を加えて展示しました。
チャンチンを使った手描きバティックの繊細で
多彩な模様や、王宮の伝統に由来する哲学的意
味や物語性を含む模様や様式を楽しんでいただ
ければ幸いです。
　今回展示品 100点の図録解説を作成し来場者に配
布し、好評であった（図 6）。 　展示は入口にバティック染めのインドネシアの地
図を展示し（図 7）、寄贈者の写真及び更紗展の趣
旨（図 8）を展示した。入口より全体を見渡したの
が（図 9）ジャワ島北岸地方の花更紗（図 10）、
ジャワ中部のソガ染め（図 11）、ハルジョナゴロ氏
工房の作品（図 12）を展示した。
　最初に VTRを見て、バティックの出来るまでの
順序を実物で確認し、展示品を見学していただく方
法をとった（図 13）。
　見学者は約 430名であり、外部からの見学者も
あったが、学生と卒業生が主であった。せっかくの
展示なので、もう少し宣伝活動をする必要を感じ
た。
図 7
図 8
図 9
図 6　配布用図録解説
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【見学した方々の感想は以下のようである】
①　立体感のある更紗の美しさに感動を覚えた
②　あたかも万華鏡を覗いているかのように布いっ
ぱいに模様が敷きつめられていて、強いインパ
クトを感じた。
③　手描きということで独特の不思議な温かみを感
じた。
④　大胆さと緻密さの両立がジャワ更紗のキーポイ
ントであると感じた。
⑤　美しい布なので見ているだけで幸せになり、現
地で見学してみたくなった。
⑥　100点並べられた更紗は圧感でその精密さに驚
いた。
⑦　手作業の重圧感を感じた。
⑧　さらなる服飾文化、美学への興味が沸々と沸い
てきた。
⑨　目録を見ていると “あ―これをしっかり見るべ
きだった”と見落としたことを反省した。
⑩　素晴らしいコレクションに感心した。
等が寄せられた。
　バティックは倉庫に収納しておくのではなく、定
期的に学生たちの学びの実物資料として公開する必
要を感じたことである。
4　バティックの模様
　バティックの模様の名称はある規則に従ってつけ
られるものと、模様によって特定の名称で呼ばれる
もの、地域、布質、製作方法など様々であり、膨大
な数となるが、本学所蔵のバティックの模様を中心
に、後々、管理する人がバティック模様の手引きと
して活用できるように模様解説として、整理してお
くことにする。
　ジャワ島北部海岸の町には、19世紀中期より、
中国人、アラブ人、オランダ人（1619年頃以降オ
ランダの支配下にあった）が住み着き、中国人の唐
草模様、花鳥模様、アラブ人のイスラムのカリグラ
フィー（アラビア語文字）模様、オランダ人の船や
飛行機、ヨーロッパ系女性工房でブーケをモチーフ
に花束模様、日本のホーコーカイなどが製作され
た。色彩は花更紗といわれるカラフルで華やかな美
しいものが多い。茜（バン）や藍（ビル）、ソガ染
料の他、合成染料が多く使用されている。また、中
部ジャワのジョクジャカルタ、スラカルタ（ソロ）
を中心に、宮廷様式のジャワ更紗がある。インドの
仏教やヒンドゥー教の影響を受けたガルーダの翼、
図 10
図 11
図 12
図 13
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竜、寺院、幾何学模様、斜線、格子、継布模様など
がある。中部ジャワ様式の更紗の色彩は、ソガ染料
と藍を使用した茶褐色と青色が多いのが特徴であ
る。
4-1　北部海岸様式のバティック
①　トゥムパル（tumpal）　図 14
　インド更紗の影響によるもので、伝統的な鋸歯状
（三角）の模様でクパラに配されている。
②　ブーケタン（buketan）　図 15
　ヨーロッパの影響によるブーケをモチーフにした
花束模様で 1880年代から流行した。
③　シンガ・バロン（singa barong）　図 16
　中国の影響によるものでシンガは獅子、バロンは
合体を意味する。チレボンのケセプハン王家の王権
を象徴するものといわれている。本学所蔵品にはな
い。
④　メガ・ムンドゥン（mega mendung）　図 17
　中国の影響による雨（メガ）と雲（ムンドゥン）
の柄、チルボンの王が中国人の妃を迎えたことに発
祥するといわれており、赤または青の濃淡で染めら
れている。本学所蔵品にはない。
⑤　カパル・ガンダス（kapal kandas）（座礁船）　
図 18
　チレボン王国の初代の王の王妃となった中国の王
女の船が難破したという事故に因む模様。現在では
幸運に恵まれて目的地に到達できるという希望を意
味するといわれている。
⑥　ホーコーカイ（hokokai）　図 19
　和服調の柄で第二次世界大戦中日本軍政下（1944
年頃）で、製作された「ジャワ奉公会の更紗」で友
禅風の繊細な花鳥模様が多い。本学所蔵品にはな
い。
⑦　童話模様（dongéng）　図 20
　童話の「赤頭巾」や「白雪姫」、「眠れる森の美
女」などをモチーフにした模様で 1890年代から流
行した。
⑧　レンコ・レンコ（lengko-lengko）　図 21
　レンコはたなびく旗という意味。全体を大きな鋸
歯状の構成にし、動植物模様と幾何学模様を交互に
配した柄で構成されている。本学所蔵品にはない。
⑨　ガンゲン（ganggang）　図 22
　唐草状に渦巻く海草の間に花・鳥・魚などを配し
た模様。
⑩　ティガ・ヌグリ（3つの国）　図 23
　ラムス （茜）・ソロ （ソガ）・ペカロガン （藍） を巡回
して染めたのでこの名がある。本学所蔵品にはない。
図 18　カパル・ガンダス 図 19　ホーコーカイ
図 16　シンガ・バロン 図 17　メガ・ムンドゥン
図 14　トゥムパル 図 15　ブーケ
図 24　カリグラフィー 図 25　ワダサン
図 22　ガンゲン 図 23　ティガ・ヌグリ
図 20　童話 図 21　レンコ・レンコ
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⑪　カリグラフィー（calligraphy）　図 24
　アラビア文字のモチーフの更紗でイスラムの影響
をもつ。文字のはっきりしたものや、崩れて判断で
きないものも多い。鳥や幾何学模様で構成されてい
る。
⑫　ワダサン（wadasn）　図 25
　ワダサンとは岩のことで、宮廷の建物、石組みの
庭園に空想上の動物が描かれていることが多い。
4-2　中部ジャワ様式のバティック
　中部ジャワは、イスラム教とインドのヒンドウー
教が渾然一体となった文化を持ち、王族専用の禁制
模様とされたガルーダのような霊鳥をモチーフにし
たものや、パラン、カウン、ウダン・リリスといっ
た幾何学模様が特徴で、全面に単一な模様を繰り返
した連続総模様形式も多い。主模様は、ガリス・ミ
リン（garis miring）、スメン（semen）、チュプロッ
ク（ceplok）、タンバル（tambul）、ニティック
（nitik）系に分類され、その他に、地模様のイセン
模様や宮廷更紗がみられる。また、本学所蔵の故ハ
ルジョナゴロ氏の工房独得の模様もある。
○　ガリス・ミリン系模様（garis miring）
　ガリス・ミリンは「斜線」の意である。
①　ウダン・リリス（udan liris） 　図 26
　霧雨のように見えるが、善や平穏が一貫して流れ
ているという意味である。斜縞模様にパラン、ルサ
ク、チュプロンガン、ガンゴン、カウンの他、草花
模様を配したもの。
②　パラン（parang）　 図 27
　斜縞に S字状の螺旋を基本とした連続模様。パ
ランは「鋭い物」「刀」を意味し、王権を象徴する
模様で、儀式に着用された。かつては王族や貴族以
外は使用できなかった。大柄のものは男性用、小柄
は女性用としている。また、北スマトラではパラ
ン・ルサという植物の若芽を様式化したものである
という節もある。パランは一般家庭では破壊的（戦
争）を意味し、結婚式では着用しないとされてい
る。
○　スメン系模様（semen） 　図 28
　スメンは「若芽」「発芽」の意である。花、葉、
唐草、動物、雲、岩、船、霊山、寺院、火焔、玉
座、竜、ガルーダ、生命樹、ワヤンなど自然風景や
神秘的模様などで構成されている。
①　ガルーダ（garuda）の翼　図 29
　ヒンドゥー教のブイシュヌ神の乗り物とされる、
インド起源の空想動物であり、天昇をつかさどる神
聖な太陽の鳥である。片翼、両翼をモチーフにした
模様をミロン（mirong）といい、両翼に尾翼をとも
なったガルーダをサワト（sowat）といい、サワト
は「王権」を象徴する模様であり、国家の紋章とし
ても用いられているもので、ガルーダの翼模様の総
称をラル（lar）という。
②　ナガ（naga）　図 30
　蛇形で足のない竜と 4本足の竜の 2種類がある。
ジャワ語で竜はナガ（naga）と呼ばれている。｢地
界｣ を象徴する模様といわれ、守護機能を持つ空想
動物である。
③　ワヤン・クリッ（wayang kulit）　図 31
　ジャワの影絵人形芝居に登場する人形を表し、祖
霊の供養、悪霊を祓
はら
うためのものである。
④　霊山・寺院・玉座・火焔・生命樹　図 32
　神が住む場所でジャワ語で a霊山はメル（meru）、
b寺院はキャンディ（candi）またはクイル（kuil）
と呼ばれ、｢宇宙の中心｣ を象徴する模様である。c
玉座は超越的な王権を象徴する模様で、また、寺院
の石段とすることもある。d火焔は超越的な力を象
徴する「勇敢」と「傍若無人」の二面的な意味を有
する。eは生命樹である。
○　ケオン（keong）　図 33
　ケオンとは蝸牛の意味で、蝸牛の形の中に数種の
図 28　スメン 図 29　ガルーダ
図 26　ウダン・リリス 図 27　パラン
図 30　ナガ 図 31　ワヤン・クリッ
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模様で構成している。
○　スッカル・ジャガット（seker jagat）　図 34
　スッカルは花、ジャガットは世界という意味でこ
の世に育つ花、心の喜びを象徴し、結婚式に新婦の
母が着用してきた。種々の形に布地を切り、種々の
地模様で構成してある。
○　チュプロック系の模様（ceplok）
　チュプロックは、｢金属細工｣ や ｢円形の装飾模
様｣ の意味で、格子、菱格子、亀甲つなぎ、七宝つ
なぎ、石畳風に円、四角、菱、四弁花、星型など、
幾何学模様や動植物をすべて十字型に表現した四方
連続模様である。
①　シド・ルフル（sid luhur）　図 35
　シド・ルフルは ｢出世する｣ の意味があり、結婚
式など慶事に好まれる。よろけたすき風の菱格子に
ガルーダの片翼・蝶・蛾・蔓草をモチーフとした模
様などが表されている。
②　ガンゴン（gangong）　図 36
　隠花植物をモチーフにし、格子状に区切られた区
画が十字の放射形を基本に、幾何学的な線描模様、
花弁模様で構成され、月、星、川などの組み合わせ
もある。
③　カウン（kawung） 　図 37
　楕円を基本形とした、四方連続の七宝つなぎ模様
である。中央の小円を囲んだ 4つの力を象徴し、東
（日の出）、西（日没）、南（頂点）、北（山）を示
し、着用する人に優れた指導力が与えられますよう
にという願いが込められている。楕円の中には、十
字型、又は 2つの点が表されている。さとうやしの
実をモチーフにしている。
④　チャカル（cakar）　 図 38
　円形の幾何学的の花をモチーフとした四方連続模
様。チャカルはジャワ語で ｢先の尖った長い爪｣ と
いう意があり、短い直線・点描で構成されている。
○　タンバル系の模様（tambal） 　図 39
　タンバルは ｢継ぎ布｣ の意で、パッチワーク風の
模様で、基本的に四角形、三角形の区切られた区画
にチュプロック系、ガリス・ミリン系、スメン系の
中部ジャワ様式の模様で構成されている。
○　ニティック系の模様（nitic）
　織り模様を模倣にした模様で、ティック（tik）
は ｢点｣ を意味し、点又は線で構成し、チュプロカ
図 32　霊山・寺院・王座・火焔・生命樹
図 35　シド・ルフル 図 36　ガンゴン
図 33　ケオン 図 34　スッカル・ジャガット
図 39　タンバル 図 40　チュプロップ・
ニティック
図 37　カウン 図 38　チャカル
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ン模様に類似していて輪つなぎ、よろけ縞、ガンゴ
ン風、十字、菱などがある。
①　チュプロック・ニティック（ceplok nitik）　図 40
　円形の花をモチーフにした四方連続模様。
②　ティルト・テジョ（tirta tejo）　図 41
　ティルト・テジョとは ｢光り輝く水｣ の意で、短
い直線を並べてジグザグ模様で構成している。
○　生姜模様　図 42
　左の水紋のように見えるのが、生姜の輪切りを図
案化したもの。右も生姜の形を表現している。
○　プリオン模様（pelita）　図 43
　プリオンとはランプの意味である。
○　イセン系の模様（isem）　図 44
　ジャワ更紗は、殆どのものは、空間恐怖ともいえ
るように全面に模様が埋めつくされている。イセン
は更紗模様の空間を充填する細かい地模様である。
斜線・十字・格子・点描・卍などの幾何学模様や蔓
草などの唐草風の細かい模様で多種に及ぶ。
○　トゥルントゥム（truntum）　図 45
　トゥルントゥムとは、指導を意味し、平和という
語に関連がある。この模様は、親が新家庭を築く子
供に良いお手本を示し、導くことができるように、
という意味も有し、さらに家庭の幸福や子孫に恵ま
れるように、という意味がある。また、スラカルタ
の王パクグノ 3世の妃によって作られたと言われて
おり、妃は王に顧みられず、毎日悲しい気持ちで星
を友としてバティックを描いていた。ある日、王が
妃が暗い星を描いているのを見て、王の愛が戻った
という。その後、結婚式の儀式に着用するように
なったといわれている。
○　スロボク（slobog）　図 46
　肥沃のシンボルを意味しており、豊かさを表現、
魔除けの意味もある。
図 41　ティルト・テジョ 図 43　プリオン模様
図 42　生姜模様
図 44　イセン模様
図 45　トゥルントゥム 図 46　スロボク
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○　ピザン・バリ（pisan bali）　図 47
　ピザンはバナナの意。地位や階級を尊重する象徴
と言われており、何度も繰り返されると永遠を意味
する。本学所蔵品にはない。
○　ラディト・プスピタ（Radite Puspita）　図 48
　Raditeは人名、Puspitaは花の意で、王様の八番
目の王女のために染められた柄と言われ、ひまわり
風の花に蝶を配した柄。
要約
　2010年 2月に竹内葉氏、竹内牧氏より 16点のバ
ティック及びバティックができるまでのパネル 11
点他の寄贈を受けた。
　前報と同様に産地、用途、模様、大きさ、防染法
について整理し、目録及び図録作成を行った。ま
た、平成 22年 7月 15日～7月 31日まで本学生活
科学資料館で約 100点のジャワ更紗展を行った。ま
た、後々管理者が、バティック模様の手引きとして
活用できるように模様解説として整理した。
①　今回の寄贈品は、16点中 10点がカインパン
ジャンとスレンダン、サロンとスレンダンのア
ンサンブルである。中でも資料 No. 166、167
は青色系と赤色系の 2セットで、見事である。
②　資料 No. 200が唯一シルク地である。
③　手描きバティックのできるまでの製作工程順序
は、特注品であり、展示会には貴重な資料であ
る。
④　ジャワ更紗展は、学生や卒業生に少なからず感
動を与え有意義であった。
⑤　バティック模様の模様解説は、本学所蔵の資料
図 47　ビザン・バリ 図 48　ラディト・プスピタ
の理解に役立つものと考える。
　最後に、寄贈者の竹内葉氏、竹内牧氏に感謝申し
上げ、展示会にご協力いただいた真家和生教授、成
瀬麻子さん、児玉育子さん、太田麻未さん、鳥羽恵
さん、奥冨さやかさんに心よりお礼申し上げます。
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Summary
　In February 2010 Yo Takauchi and Maki Takeuchi donated 16 batiks and 11 panels that had yet to be made into batiks.
　Just like with the previous batch, we sorted them in terms of production area, purpose, pattern, size, and means of protecting 
against dyeing, then catalogued them and created an illustrated book.　Moreover, an exhibition of roughly 100 Java cotton 
prints was held from July 15-31 at the Otsuma Woman’s University Museum.　What is more, this was arranged as an explana-
tion on the patterns to ensure that the administrators could use it as a guide for the batik patterns in the future.
（1）　Of the 16 items donated recently, ten of them are an ensemble between kain pandjang and selendang and between sarung 
and selendang.　Chief among which are Materials No. 166 and 167, which consist of a magnificent double set with a blue 
series and a red series. 
（2）　Material No. 200 is the only silk piece. 
（3）　The sequence for the production process leading up to the creation of a handwritten batik features custom made articles, 
which serve as invaluable materials for the exhibition.
（4）　The exhibition of Java cotton prints was significant in that it deeply moved the students and graduates to no small 
degree. 
（5）　We feel that the pattern explanations for the batik patterns will be useful in understanding the materials within the uni-
versity’s possession. 
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NO 写真 解説
185
赤頭巾模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 童話「赤頭巾」をモチーフにした染色。森の中
の木も斜線で構成し、枝を加えた鳥が可愛い。
地模様も細かい斜線模様で表現している。また、
布端のすそのボーダーも美しい。
4） 幅 101.8×長さ 264.6　　5） 手描き
185
S
赤頭巾模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 50.6×長さ 206.4
5） 手描き
186
白雪姫模様腰衣
1） チレボン　　2） Sarung
3） グリム童話 ｢白雪姫｣ をモチーフにした染色。
地模様は網代模様の細い線描で、花継ぎの囲い
の中に物語の場面を描いている。クパラはブー
ケに孔雀、鳥、蝶で構成されている。ベージュ
の地色に青色で表現している。
4） 幅 101.0×長さ 207.5　　5） 手描き
186
S
白雪姫模様肩掛け
1） チレボン
2） Selendang
4） 幅 50.0×長さ 209.0　　5） 手描き
187
白雪姫模様腰衣
1） チレボン
2） Sarung
3） 186と色違いの作品であり、ベージュの地色に赤
色で表現している。
4） 幅 100.5×長さ 208.5
5） 手描き
187
S
白雪姫模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 50.4×長さ 207.5
5） 手描き
188
ダンス模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） バリ島のダンスの模様に寺院や石組み模様が白
地にユーモラスに描かれている。
4） 幅 102.0×長さ 252.0
5） 手描き
188
S
ダンス模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 50.6×長さ 201.2
5） 手描き
注：Sはスレンダン　　　　　　　　　　　　　　　　 1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-1.　バティック一覧表
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189
竜模様腰巻
1） チレボン
2） Kain panjang
3） 緑地色に石組みにナガ（竜）を対に描いている。
その他は草花の装飾で構成している。
4） 幅 100.5×長さ 260.0
5） 手描き
189
S
竜模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 51.6×長さ 217.1
5） 手描き
190
タンバル模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 菱形の格子の中に、10数種（船・魚・鳥・シシ
クに亀、鹿、牛、カウン、パラン、数種の花々、
幾何学模様等）の模様が描きつくされている。
4） 幅 101.8×長さ 255.5　　5） 手描き
190
S
タンバル模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 50.5×長さ 200.0
5） 手描き
191
動物模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 菱形の八角の卍つなぎに海老、蟹、魚、鳥、動
物、船、草花が不規則に白地を残して染色され
ている。縁模様は鳥、草花で描かれている。
4） 幅 102.2×長さ 256.3
5） 手描き
191
S
動物模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 50.8×長さ 199.6
5） 手描き
192
ガルーダ模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） ガルーダの翼に霊山、地模様は卍模様で構成し
ている。
4） 幅 102.0×長さ 251.8
5） 手描き
192
S
ガルーダ模様肩掛け
1） チレボン　　2） Selendang
4） 幅 51.0×長さ 202.2　　5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法　
表 1-2.　バティック一覧表
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193
動物・人物模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） メッカの巡礼のイスラーム教徒が見たと思われ
るアラブの王様の行列を描いたと言われる。黒
地にグリーンとエンジ系の色彩でらくだと人物
が描かれている。
4） 幅 101.3×長さ 244.6
5） 手描き
194
動物・人物模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 193と色違いの模様。黒地に赤とベージュ系の配
色によるらくだと人物が描かれている。
4） 幅 102.0×長さ 257.3
5） 手描き
195
オランダ船模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） オランダ植民地時代を題材とした模様で船に兵
士、鳥、獣が描かれている。
4） 幅 102.2×長さ 250.7
5） 手描き
196
蝸牛（ケオン）模様腰巻
1） ジョクジャカルタ
2） Kain panjang
3） 蝸牛の形の中に数種の隠花植物を図形化したも
ので構成している。
4） 幅 101.3×長さ 235.7
5） 手描き
197
沈没船模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） カパル（船）ガンダス（難破船）模様の一つで
船がバラバラになった様子を図形化したものと
言われている。
4） 幅 99.5×長さ 255.5
5） 手描き
198
ワダサン模様壁布
1） チレボン　　2） kain hiasan dingding
3） ワダサンとは岩のことで、宮廷の建物、石組み
の庭園に空想上のペクシ（鳥） ・ナガ（竜） で構
成されている。アンティークの作品。
4） 幅 100.5×長さ 255.6
5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-3.　バティック一覧表
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199
花鳥模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） 花と鳥を金彩模様で構成した作品。縁模様は草
花で描かれている。
4） 幅 103.8×長さ 261
5） 手描き
199
S
花鳥模様肩掛け
1） チレボン
2） Selendang
4） 幅 51.5×長さ 208.8
5） 手描き
200
ダンス模様腰巻
1） チレボン　　2） Kain panjang
3） シルク地の更紗であり、模様のテーマは NO. 188
と同様のバリの伝統的なダンス模様に石組みと
寺院で構成されている。
4） 幅 108.5×長さ 226.8
5） 手描き
200
S
ダンス模様肩掛け
1） チレボン
2） Selendang
4） 幅 54.8×長さ 163.8
5） 手描き
1） 産地　　2） 用途　　3） 模様　　4） 実寸　　5） 防染法
表 1-4.　バティック一覧表
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1
① 油分や毛羽等を処理し
た布を必要な長さに
カットして、模様の上
に布を置いて写して下
絵を描く。
7
⑦ 次の薄いブルーに染め
たくない部分をろうで
描く。
2
② 細い模様の部分に、ろ
う置きをする。表地に
ろう置きを済ませた
ら、裏へも同じ様にろ
う置きをする。
8
⑧ グリーンと赤の既に染
まっている部分や、細
い模様にろうを置く。
裏も同じ様にロウ置き
をする。浸し染めで、
薄いブルーに染める。
3
③ 地塗りをする。第一回
の染めをする為、細い
線を塗り残す。裏も同
じ様に、作業をする。
染めは浸し染めで、水
に溶かした染料に布を
出し入れして何度も浸
す。
9
⑨ 今までに染めの済んだ
ところを防染のために
ろうを置く、細い模様
の先まで、ろうで点を
描く。
4
④ ③を染めたら、熱湯で
ろうを落とす。水で
洗って第一回の染めは
終わり、赤く染まる。
10
⑩ 最後のろう置き。今ま
で染められた部分に全
てろうを塗り、防染す
る。裏も防染したら、
濃いブルーに染める。
5
⑤ 又、地塗りして、裏も
地塗りして、今度はグ
リーンに染める。
11
⑪ 熱湯でろうを落とし、
何度も水で洗って出来
上がり。
　 この染めは分かりやす
くするため、4色染で
作製したが、細い赤の
線がブルーに染められ
て、ワイン色になって
いる。
　 このように、色を重ね
て多色染めは、成り
立っている。
6
⑥ 染め終えたら、熱湯で
ろうを落とす。グリー
ンと赤の模様が表れ
る。
表 2.　手描きバティックの出来るまで
